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生活クラブ生協寄付講座

4月6日-7月13日
毎週水曜日 13：30-15：10
※5月4日は除く
会場：神奈川大学 横浜キャンパス
住所：神奈川県横浜市神奈川区六角橋３－２７－１

参加費：無料

お問い合わせ：生活クラブ神奈川・政策調整部
045-474-0985 月～金（祝日含）10-17時

生活クラブ生協が神奈川大学で、市民の方も参加できる連続寄付
講座を開催します。本講座は今年で開催11年目を迎えます。
現代の日本は、経済や社会システムの停滞がさまざまな問題を引

き起こしています。こうした問題の解決にむけて協同組合やNPO等
をはじめとした「非営利・協同セクター」が多種多様な活動や事業
に取り組んでいます。
この講座では、社会動向や歴史的経緯を踏まえながら協同組合運

動の理論、そして参加型福祉・たすけあい、ワーカーズ・コレク
ティブ運動、労働、エネルギー政策、震災復興などに関する「非営
利・協同セクター」の実践を学びながら、社会課題を解決する協同
組合と非営利協同セクターの展望について皆さんとともに考えてい
きます。皆さんのご参加をぜひお待ちしております。

◆写真：東日本大震災の被災者とともに、生活クラブ、「非営利・協同セクター」、提携生産者が協同して
実施してきた復興支援まつり（2019）集合写真

参加方法
上記の二次元コードを読み取り、
専用フォームにてお申込みください。



受講生募集！生活クラブ生協

＜第１回＞ ４月６日㈬
協同組合（生活クラブ生協）について
講師：①・③篠崎みさ子／生活クラブ生協理事長、

②出口裕明担当教授（〇数字は以下の内容の担当）

①主催者あいさつ、②本講座の主旨、狙い、講座概要、成績評価方法等を説明し

ます。③協同組合並びに非営利市民事業とはどのような組織か。出資金や剰余金

のあり方、経営の考え方等の原則を、生活クラブ生協の日常の組合員活動を通じ

て説明します。また、組合員主権とはなにか、協同組合・NPOの参加・運営形態

の違い等、本講座を受講するにあたっての基礎学習を行います。

＜第２回＞ ４月１３日㈬
地域社会に展開する協同組合の可能性
講師：三浦一浩／公益財団法人生協総合研究所研究員

日本で多面的な生活課題、地域課題の解決と雇用を生み出している協同組合につ

いて、「生協は何故つくられたのか」をテーマに、その歴史的背景、設立過程を

含めて事例を基に紹介します。また、なぜ現在の法制度が日本の協同組合組織の

広がりを妨げているのか、協同組合法の問題点を概説します。

＜第３回＞ ４月２０日㈬

世界に広がる協同組合運動-その今日的な意義と課題
講師：田中夏子／元日本協同組合学会会長

協同組合とはいかなるものか。そして、世界と日本の協同組合運動の歴史的変遷

と到達点を概説します。そのうえで、今日の世界的に高まっている協同組合に対

する期待（SDGs等）にも触れながら、協同組合（非営利・協同セクター）の課題

と展望について検証します。

＜第４回＞ ４月２７日㈬
食を取巻く課題と協同組合の役割
講師：伊藤由理子／生活クラブ連合会会長

生活クラブ生協の事業と運動の取組みを、「生活クラブの消費材10原則」等を踏

まえ、食料自給や食の安全（添加物、農薬、遺伝子組換え、放射能等）などの取

り組み事例を通して、持続可能な開発目標（SDGs）の推進視点を含む共同購入

運動や協同組合運動について紹介します。さらに、消費者、生産者の立場から、

食の安全、農業保護、グローバル経済システムについて考えます。

＜第５回＞ ５月１１日㈬
生活者運動と政治参加
講師：坪郷實／早稲田大学名誉教授

社会の構成員として一人ひとりの市民が自ら学び養うべき市民性の育成を目的と

するシティズンシップ教育にも触れながら、公共政策づくりへの市民参加、政策

提案活動などを踏まえ、市民自治のあり方や政治参加の課題について考えます。

＜第６回＞ ５月１８日㈬
「社会的連帯経済」とは何か？
講師：藤井敦史／立教大学教授

グローバル資本主義は、格差・貧困を拡大し、少子高齢化・人口減少社会、気候

変動を引き起こし、更にコロナ禍も引き起こしている遠因となっています。資本

主義でもなく共産主義でもない、新たな経済のオルタナティブとして注目される

のが「社会的連帯経済（social and solidarity economy）」です。民主的な運営に

よって、労働者・消費者・地域住民などの人間や環境を重視した経済活動を行う

というもので、生活に根ざした地域社会でオルタナティブな「経済」をいかにし

てつくるか、生命や生活を支えるサブシステンスエコノミーとしての社会的連帯

経済と協同組合の価値についてその理念・理論・実践について学びます。

＜第７回＞ ５月２５日㈬
①「レイドロー報告」の到達点と今日における課題
②中間振返り
講師：半澤彰浩／生活クラブ生協専務理事

①レイドロー博士報告「西暦2000年における協同組合」（1980年）が出された時

代背景と、協同組合の理念・原則を紹介します。また、同報告書が提起した協同

組合の「思想の危機」と危機克服のための4つの優先分野について概説します。そ

の上で、今日の社会をどうみるか、食・経済格差・人口減少・エネルギー等の問

題を通して、協同組合の課題と展望に触れます。②また、前半の概論の振返りを

行い、非営利市民事業、協同組合の理論や概念をさらに深めます。

＜第８回＞６月１日㈬
少子・高齢・人口減少社会における日本の社会保障
講師：小川泰子／（社福）いきいき福祉会理事長

今日の日本の人口減少社会の特徴と一連の社会保障（介護、医療、年金）改革の課

題を概説し、子育てや生活困窮者に対する支援の強化が求められている状況と、公

的福祉の限界性を共有します。そして、これからの時代の個人が尊厳をもった生き

方・死に方、「福祉」とは何かを問題提起します。

＜第９回＞６月８日㈬
再生可能エネルギーと協同組合
講師：桜井薫／生活クラブ生協副理事長

生活クラブ生協のエネルギー自給圏づくりに向けた取り組み（脱原発社会、CO2削

減、エネルギー自治、再生可能エネルギーの発電施設の建設等）を紹介するととも

に、地球温暖化問題を踏まえ、日本の自然エネルギー普及の現状及び環境政策の課

題を考えます。

＜第１０回＞ ６月１５日㈬

東日本大震災からの復興を進める新しい協働
――NPOと生活協同組合

講師：吉田菊恵／公益財団法人共生地域創造財団事務局長

人と人とのつながりが基本である協同組合は、東日本大震災とその後の復興への取

組みにあたり、大きな役割を果たしてきました。活動の経験から培われた支援の考

え方および現在も震災復興に取組む「非営利・協同」による実践や課題を学びます。

＜第１１回＞ ６月２２日㈬
市民による参加型福祉と社会的包摂の取組み
講師：①生活クラブ生協副理事長
②柳下信宏／生活クラブ生協常務理事兼たすけあいネットワーク
事業部長
①少子高齢・人口減少社会が急速に進み、私たちは様々な生活リスクにさらされて

います。今日の社会情勢を踏まえつつ、生活クラブ生協の共済活動の取り組みを学

びます。②生活クラブ生協の活動の延長として参画している公益社団法人フードバ

ンクかながわの取組みなどを紹介します。

＜第１２回＞ ６月２９日㈬
協同組合原則を基盤とした新しい働き方の可能性
講師：木村満里子／神奈川ワーカーズ・コレクティブ連合会理事長

協同組合原則を基盤とした雇われない働き方であるワーカーズ・コレクティブ

（W.Co）とは何か。その歴史、価値と原則、特徴、課題をDVDも活用し学びます。

また、W.Coの起業の流れ、事業・運営について事例を踏まえ、居場所・たまり場な

どの取組みも紹介し、これからの運動のあり方を展望します。

＜第１３回＞ ７月６日㈬
若者の就労支援や、地域で雇用創出に

チャレンジするワーカーズ・コレクティブ運動
講師：松川由実／NPO法人ワーカーズ・コレクティブ協会専務理事
困難を抱えた若者たちとの共働・共生をめざす、W.Co協会の誕生経緯、これまでに

若者や生活困窮者等を対象とした就労支援事業、居場所や働き場づくり等の取り組

みを、「はたらっく・ざま」が日本協同組合学会実践賞を受賞したことも含めて紹

介します。またW.Coによる支援の課題や今後の展望について考えます。

＜第１４回＞ ７月１３日㈬
①生活クラブ生協で働くということ
②全体まとめ
講師：①小比田康二／かわさき生活クラブ生協事務局長

②篠崎みさ子／生活クラブ生協理事長

①生活クラブ生協職員からの報告および提起を通して、協同組合を形づくっている

多様な働き方や意義について考えます。

②講座全体を振り返り、歴史的な大転換期を迎えた世界における非営利・協同セク

ターの今日的意義に関する理解、見識を深めます。

２０２２年度講座一覧

※ 事情により講師が変更になる場合がありますので、予めご了承下さい。なお、テーマの変更はありません。


